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我孫子の物理学者 

細谷暁夫 

第３２回我孫子サイエンス 
カフェコラム@北近隣センター 



世田谷：三軒茶屋 







 １９４１年秋、ナチス占領下のデンマーク・コペン
ハーゲン。ドイツ人の物理学者ハイゼンベルグ（段
田安則）は、かつて師とも慕っていたユダヤ系物理
学者ボーア（浅野和之）とその妻マルグレータ（宮
沢りえ）を訪ねた。共に研究の道を歩んできたはず
が、今や敵対する国家に生きる２人の科学者。 

 あの日、２人は何を語り合い、妻は何を見つめた
のか….? 
 のちの核開発競争を左右したという、史実にも残
るあの謎の１日に大胆に迫る！ 

マイケル・フレイン原作 
小田島恒志訳、小川絵里子演出 










